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２月の行事予定 

 

    １日（金） 家庭学習日      

   ２日（土） 土曜課外⑧ 公務員講習⑩ 

   ４日（月） 家庭学習日       

   ５日（火） 昇降口指導 ３年午前授業（～７日）  

   ８日（金） 前期選抜合格発表 カウンセラー来校日 

   ９日（土） ２年センター早期模試 ２年公務員模試④ 

         ２年SPIテスト １年土曜課外⑨           

  １４日（木） ３年登校日 先輩に聞く 

  １５日（金）  カウンセラー来校日 

  １６日（土） 公務員講習⑪ 第３回数学検定 

    ２０日（水） リサイクル品回収日  

  ２５日（月） １・２年 第４回考査（～２８日） 

         ２年個人写真撮影 

  ２６日（火） １年個人写真撮影 

  ２８日（木） 卒業式予行・同窓会入会式 

 ３月１日（金） 卒業式（在校生も出席します） 

３年後、なりたい 

自分がそこにいる。 

 

 
 １２月１５日（土）聖和学園高等学校サールナートホールで

第５回宮城県高等学校弁論大会がおこなわれました。築館高校

を代表して、校内弁論大会で入賞した田

代比奈さん（１－１）と髙橋ももかさん

（２－４）の２名が出場しました。二人

とも校内の弁論大会以降も練習を続け、

聴衆を引きつける見事な発表をおこない

ました。その結果、田代比奈さんが見事

最優秀賞を受賞し、今年７月末に佐賀県

で行われる全国総合文化祭に宮城県代表

として出場します。 
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 １２月２５日～２７日に開催された学府くりはら塾合同学習合

宿に、栗原市内の中学、高校生が２１８名参加しました。講師の

方や大学生サポーターにご指導頂き、自分の進路実現への一歩と

なりました。参加者の感想の一部を紹介します。 

 

●自分は２年連続で参加しましたが、この合宿は勉強するきっか

けとなるとても良い場だと思います。去年はなんとなく参加して

しまいましたが今年はあらかじめ自分のやりたいことを計画して

から参加することができたので、自分のためになったと思います。 

●大学生サポーターの方々が手厚くサポートしてくださったの

で、苦手教科を少しは克服できたと思います。 

●学習に集中できる環境で、授業とは異なった感覚を味わうこと

ができました。有意義な時間になったと思います。 

 
  

  

 

 

 今年の５月に結成された「人のため合唱団」は、昨年度卒業し

た先輩方が作った震災復興応援歌「明日の君へ」を築館高校の

テーマソングとして歌い続け、広めていこうというコーラスグ

ループです。有志が集まり、毎週木曜日の昼休みに練習に取り組

んできました。「明日の君へ」以外の合唱曲にも挑戦し、これま

で校内発表を行ってきましたが、１２月２３日（日）に初めて、

校外での発表をしました。 

 岩出山文化会館（スコーレハウス）にて「スコーレコーラスア

カデミーコンサート」に特別出演をしました。当日は「明日の君

へ」「風になりたい」「秋の童謡

メドレー」「クリスマスキャロル

メドレー」の４曲を披露しまし

た。初めての校外発表で緊張もし

ましたが、練習の成果が発揮でき

た素晴らしい歌声を披露すること

ができ、ご来場のお客様にも大変

好評をいただきました。 

 

 

 

 

 

 １月２１日・２２日栗原市消防本部から講師の先生を招き、１

年生対象に普通救命講習会を実施しました。ダミー人形を使い、

生徒たちは熱心に胸骨圧迫、人工呼吸、$('の操作方法を学びま

した。 
  

築高生も１４９名参加 

優秀作品は読書感想文集に掲載されます。 

  題   名 受賞者 

最優秀賞 繋がれていく心と心 １－２ 細川 愛実 

優秀賞 神様の願いごと ２－４ 髙橋 弥生 

〃 「あの夏を生きた君へ」を読んで ２－４ 石澤 朱里  

〃 自分の在り方 １－４ 菅原 杏奈 

佳作 
「暗いところで待ち合わせ」を読

んで 
３－２ 鈴木 瑠未 

〃 小児がん病棟とボランティア ３－３ 佐藤 心 

〃 幸せとは ３－３ 小野寺美樹 


